
Change!
      その先に地方政府への道

財政危機を公表する自治体が急速に増えています。財政危機とは財政破綻（赤字）へ向かっ
ている状態であり、財政破綻に陥らないことが財政運営上の唯一の共通ルールです。
自治体が財政危機を乗り越えるためには、収支不足をなくすための歳入・歳出改革
に取り組まなければなりません。それは決してマイナス面だけではなく、旧来の財
政構造を正常化するプロセスにもなります。それに取り組むためには、議員一人
ひとりの視点を活かした真摯な議論が必要であり、その前提になるのが自治体財
政の基本的な知識にほかなりません。
議会活動で必要となる自治体財政の基礎を学び、新年度予算と関連させながら、

これからの予算議会でどのような議論が必要なのかをお話しします。

■集中講義❶❷❸　講師：森 裕之氏 立命館大学政策科学部教授
❶「自治体財政の基本と財政危機の正体」1/30（金）13:00~

❷「新年度の地方財政計画と自治体予算への影響」1/30（金）14:40~
❸「予算審査をリードする視点・論点・攻めどころ」1/31（土）10:00~
■集中講義❹　1/31（土）13:00~　講師：石川 満氏 元日本福祉大学教授・多摩住民自治研究所理事
❹「社会保障関係予算の動向と、どうなる私たちの暮らし」

2024・2025年春闘の賃上げ率は５％を超えていますが、物価の高騰により実質賃金はマイナス。
円安の影響もあり、私たちの暮らしは厳しさを増しています。
高市政権でいわれている現役世代の社会保険料軽減により、高齢者の介護・医療などの負担が
増えることになります。これらは市町村の福祉行政にも影響をもたらします。
 2026年度から進められる社会保障・社会福祉関係制度改正により、私たちの暮らしはどうなる

のか、また今後の社会保障財源の確保をどう考えるかなどについて、できるだけ具体的に検討します。

■実践報告 1/30（金）16:20~　報告：伊藤真一氏  東京都東村山市議会・神山玄太氏  山梨県甲府市議会
「財政に強い現役議員が語る～予算議会、私ならこう臨む」

［会場＋オンライン（定員150人予定）］見逃し配信あり：2026年3月末まで

〒191-0016  東京都日野市神明3-10-5  エスプリ日野103　HP●https://tamajichiken.wixsite.com/info

ご期待ください!
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 1/30（金）

   /31（土）   

● 会場─オープンイノベーションフィールド多摩国分寺館
   https://oif-tama.jp/kokubunji/access/
   （JR中央線・西武線「国分寺駅」南口より徒歩5分 ／ 東京都国分寺市南町3-22-10）

 
 
 

H Y B R I D

自治体財政の本質を知り、責任ある政策議論のために!

NPO法人
多摩住民自治研究所
t e l :  0 4 2 - 5 8 6 - 7 6 5 1

●主催

大好評!
森 裕之教授の集中講義

お申込み
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